
　

満
開
の
桜
を

見
た
く
て
、
妻

と
二
人
で
奈
良
・

京
都
へ
出
掛
け

ま
し
た
。
吉
野

の
千
本
桜
、
奈

良
公
園
に
東
大
寺
、
京
都
で

は
平
野
神
社
、
醍
醐
寺
、
清

水
寺
、
嵐
山
、
金
閣
寺
と
桜

の
名
所
を
巡
り
ま
し
た
。
ど

こ
も
満
開
で
、
ま
る
で
極
楽

浄
土
を
思
わ
せ
る
光
景
で
し

た
▼
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
い
る
神
社
仏
閣
も
多
く
、

か
つ
て
訪
れ
た
際
に
は
神
妙

な
面
持
ち
で
見
学
し
た
も
の

で
す
が
、
今
回
は
物
凄
い
人

出
で
、
所
に
よ
っ
て
は
９
割

が
外
国
人
で
様
々
な
言
語
が

飛
び
交
い
、
ま
る
で
別
世
界

で
し
た
。
東
大
寺
の
大
仏
殿

で
は
、
撮
影
禁
止
に
も
関
わ

ら
ず
動
画
や
写
真
を
撮
り
、

大
声
を
出
し
て
い
る
人
も
い

ま
し
た
。
何
百
年
も
受
け
継

が
れ
て
き
た
文
化
や
風
景
が

人
々
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な

い
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ

ら
が
消
耗
品
の
よ
う
に
扱
わ

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

沖
縄
の
自
然
、
歴
史
、
文
化

も
多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込

ん
で
い
ま
す
が
、
持
続
可
能

と
す
る
た
め
に
は
適
切
な
管

理
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
規

制
も
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た

▼
例
年
は
合
同
入
社
式
が
あ

り
こ
の
時
期
は
忙
し
い
の
で

す
が
、
今
年
は
新
入
社
員
が

い
な
か
っ
た
た
め
行
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
日
本
の
春

の
美
し
さ
を
堪
能
す
る
と
と

も
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
迫

力
を
目
の
当
た
り
に
し
た
旅

で
し
た
が
、
来
春
は
新
入
社

員
を
迎
え
て
合
同
入
社
式
に

参
加
す
る
ぞ
！
と
桜
の
木
の

下
で
誓
い
ま
し
た
。（
宮
城

光
秀
）

理念経営を徹底し、
お客様と一緒に会社を良くする！
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㈱饒平名エコステーション
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今
回
は
太
陽
光
発
電
・
蓄

電
池
シ
ス
テ
ム
の
販
売
・
点

検
・
修
理
を
行
う
㈱
饒
平
名

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
饒
平

名
知
尚
専
務
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　

饒
平
名
専
務
は
、
山
口
福

祉
文
化
大
学
の
ゴ
ル
フ
文
化

コ
ー
ス
を
卒
業
後
、
日
本
プ

ロ
ゴ
ル
フ
協
会
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
プ
ロ
の
資
格
を
取
得
し
、

萩
ゴ
ル
フ
ス
ク
ー
ル
森
塾
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
お
父
様
が
代
表
を
さ

れ
て
い
る
㈱
饒
平
名
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
入
社
し
、
現

在
に
至
り
ま
す
。
同
友
会
の

中
で
も
屈
指
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

饒
平
名
専
務
の
業
務
は
、

営
業
、
販
売
、
修
理
、
点

検
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

が
、
日
々
の
仕
事
は
点
検
を

中
心
と
し
た
お
客
様
へ
の
ア

フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
や
サ
ポ
ー

ト
業
務
が
多
い
と
の
こ
と
で

す
。
お
客
さ
ん
は
沖
縄
県
内

各
地
に
い
る
た
め
、
日
々
飛

び
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

饒
平
名
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
も
と
も
と
材
木
店
を

営
ん
で
お
り
、
二
〇
〇
二

年
に
沖
縄
に
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
が
入
り
始
め
、

二
〇
〇
三
年
に
自
社
で
シ
ス

テ
ム
を
試
し
て
み
て
、
商
売

に
な
る
と
判
断
し
、
現
在
の

事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

  

県
内
で
唯
一
の

  

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

  

専
門
で
扱
う
企
業
に

　

二
〇
〇
九
年
に
余
剰
電
力

買
取
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、

当
時
の
売
電
価
格
は1kW

h

あ
た
り
四
十
八
円
と
現
在
の

三
倍
の
価
格
で
、
ま
た
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
に
関
す

る
補
助
金
な
ど
も
整
備
さ
れ

た
た
め
、
本
事
業
に
参
入

す
る
企
業
が
か
な
り
増
え

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

二
〇
一
七
年
の
法
改
正
に
よ

り
、
売
電
価
格
が
大
幅
に
下

が
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
販
売
事

業
か
ら
撤
退
す
る
会
社
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。
饒
平
名
エ
コ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
そ
う

い
っ
た
撤
退
す
る
会
社
の
顧

客
を
引
継
ぎ
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
や
点
検
業
務
を
続
け
、
そ

の
結
果
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
専
門
で
扱
う
企
業
は

同
社
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

売
電
目
的
で
導
入
が
す
す
ん

で
い
た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
が
、
現
在
は
高
騰
す
る
電

気
料
金
を
背
景
に
、
自
宅
や

会
社
の
電
力
を
調
達
す
る
目

的
に
変
わ
り
、
蓄
電
池
の
性

能
の
向
上
も
あ
り
、
多
く
の

家
庭
や
企
業
に
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
理
念
経
営
の
徹
底

　

同
社
の
理
念
と
し
て
、
オ

フ
ィ
ス
に
「
真
の
商
人
は
先

も
立
ち
、
我
も
立
つ
こ
と
を

思
う
な
り
」
と
い
う
石
田
梅

岩
の
言
葉
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
語
ら
れ
て
い

る
先
と
は
先
様
＝
お
客
様
、

仕
入
先
様
な
ど
が
良
く
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て

自
分
た
ち
も
良
く
な
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
の
言
葉

を
大
事
に
し
て
い
る
と
、
同

席
さ
れ
た
饒
平
名
知
也
社
長

よ
り
解
説
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

太
陽
光
事
業
か
ら
撤
退
し

た
企
業
の
お
客
様
が
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
等
で
困
ら
ぬ
よ
う
同

社
が
引
継
ぎ
・
点
検
・
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
き
め
細
か
く

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
お
客
様
が
設
備
の
入
れ
替

え
や
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の

導
入
な
ど
で
、
依
頼
が
あ
る

こ
と
は
、
ま
さ
に
理
念
経
営

を
徹
底
し
て
い
る
結
果
が
顕

著
に
現
れ
て
い
る
企
業
だ
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
社

長
の
教
え
を
愚
直
に
実
践
し

て
い
る
知
尚
専
務
の
真
摯
で

実
直
な
姿
が
ま
た
、
饒
平
名

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
い
い

会
社
で
あ
る
こ
と
を
印
象
付

け
ま
し
た
。（
㈱
琉
球
若
草
・

大
森
陽
介
）

同友会の全国行事！　同友会の全国行事！　
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同友会って
どういう会？

〈
入
会
申
込
フ
ォ
ー
ム
〉
〈
F
a
c
e
b
o
o
k
〉

〈
魅
力
動
画
〉

〈
行
事
案
内
〉



　

三
月
五
日
、北
部
支
部（
人

を
生
か
す
委
員
会
）
の
企
画

で
沖
縄
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
㈱

へ
視
察
に
伺
い
、
代
表
取
締

役
社
長
の
安
里
弘
樹
氏
に
施

設
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

安
里
氏
は
琉
球
銀
行
勤
務

を
経
て
二
〇
〇
二
年
に
入
社

し
ま
し
た
。
同
社
は
海
洋
博

覧
会
開
催
前
の
一
九
七
四
年

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
農
家
だ
っ
た

安
里
氏
の
祖
父
が
創
業
し
ま

し
た
。
創
業
当
初
の
来
場
者

は
観
光
バ
ス
の
団
体
客
が
主

で
し
た
が
、
安
里
氏
が
入
社

し
た
二
十
年
前
ご
ろ
か
ら
レ

ン
タ
カ
ー
で
訪
れ
る
個
人

旅
行
者
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
個
人
旅
行
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

二
〇
一
三
年
に
「
施
設
体
験

型
絵
本
ト
ロ
ピ
カ
ル
大
国
物

語
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
南
国

気
分
を
満
喫
で
き
る
体
験
型

観
光
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、二
〇
一
九
年
に
は
、

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
ホ
テ
ル
ナ

ゴ
リ
ゾ
ー
ト
「
リ
エ
ッ
タ
中

山
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
名
護

市
を
拠
点
と
し
た
長
期
滞
在

客
の
受
け
入
れ
先
と
な
っ
て

い
ま
す
。
来
年
開
園
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク「
ジ
ャ
ン
グ
リ
ア
」

と
名
護
市
街
地
の
中
間
に
位

置
す
る
同
社
は
、
観
光
と
街

が
合
わ
さ
る
エ
リ
ア
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。（
㈱

オ
キ
ジ
ム
・
當
山
安
史
）

　

三
月
十
九
日
、
第
二
十
二

期
社
長
・
社
員
共
育
塾
最
終

講
が
開
催
さ
れ
、
受
講
し
た

二
十
社
・
八
十
七
名
の
う
ち
、

六
十
名
が
修
了
を
迎
え
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
講
で
は
五
社
の
修
了
生

が
こ
の
一
年
間
の
学
び
と
思

い
に
つ
い
て
発
表
し
、。
い

ま
い
パ
ン（
同
）の
神
谷
さ

ん
は
、経
営
理
念
で
あ
る「
自

分
ら
し
い
パ
ン
づ
く
り
」
を

自
ら
に
問
い
直
し
、
深
く
見

つ
め
る
こ
と
で
、
自
分
の
価

値
観
と
仕
事
を
結
び
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
経
験
を
話
さ

れ
、（
一
社
）
Ｏ
Ｇ
Ｕ
未
来
者

の
上
原
さ
ん
は
、
会
社
に
参

加
を
命
じ
ら
れ
た
と
受
動
的

だ
っ
た
が
、「
学
ぶ
こ
と
は

会
社
、
仲
間
、
そ
し
て"

誰

か"

の
た
め
で
あ
る
と
理
解

し
、
皆
で
会
社
を
つ
く
っ
て

い
こ
う
と
職
場
の
仲
間
に
積

極
的
に
声
を
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
、
自
ら
の
変
化

を
告
白
。

　

参
加
者
一
人
一
人
が
講
師

か
ら
受
け
取
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
異
な
っ
て
も
、
仲
間
と
の

討
論
、
そ
し
て
自
ら
に
問
い

直
す
過
程
を
通
じ
、
幹
部
と

し
て
の
大
き
な
成
長
を
感
じ

ら
れ
た
感
動
的
な
最
終
講
と

な
り
ま
し
た
。（
㈱
ハ
ル
モ

ニ
ア
グ
ラ
ン
デ
・
小
橋
川 

牧
）

北
部
支
部
沖
縄
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
視
察
＆
報
告
会

観
光
と
街
が
合
わ
さ
る
体
験
型
観
光
を
提
供

観
光
と
街
が
合
わ
さ
る
体
験
型
観
光
を
提
供

観
光
と
街
が
合
わ
さ
る
体
験
型
観
光
を
提
供

ゆ
い
ま
〜
る
事
業
プ
レ
ゼ
ン
会

６
氏
の
プ
レ
ゼ
ン
で
事
業
・
人
柄
を
知
る

６
氏
の
プ
レ
ゼ
ン
で
事
業
・
人
柄
を
知
る

６
氏
の
プ
レ
ゼ
ン
で
事
業
・
人
柄
を
知
る

第
22
期
社
長
・
社
員
共
育
塾
最
終
講

幹
部
と
し
て
の
成
長
を
感
じ
た
最
終
講

幹
部
と
し
て
の
成
長
を
感
じ
た
最
終
講

幹
部
と
し
て
の
成
長
を
感
じ
た
最
終
講

　

三
月
八
日
、
沖
縄
県
立
博

物
館
・
美
術
館
に
て
、
ゆ
い

ま
～
る
事
業
プ
レ
ゼ
ン
会
を

十
一
名
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
六
社
（
①
日
本
亜

健
康
研
究
所
㈱
の
柯
彬
社

長
、
②
㈱
ち
く
い
ん
の
高
良

ま
き
子
社
長
、
③
㈱
ア
イ
セ

ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
の
一
瀬
宗

也
社
長
、
④
㈱
り
ゅ
う
の

カ
ー
マ
シ
ュ
ー
執
行
役
員
、

⑤
琉
球
ワ
ー
ク
ス
㈱
の
岩
月

昭
雄
社
長
、　

⑥
㈱
沖
通
商

の
澤
岻
直
彦
氏
）
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
各
企
業

五
分
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間

で
、飲
食
や
ア
レ
ン
ジ
商
品
、

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
、
Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
各
社
商
品
の
説
明
を
熱

心
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し
た
。

　

事
業
プ
レ
ゼ
ン
会
終
了
後

は
懇
親
会
も
開
催
し
、
さ
ら

に
深
く
商
品
の
話
を
し
て
い

た
だ
い
た
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
連

携
に
つ
な
が
る
よ
う
な
話
な

ど
、
よ
り
報
告
者
の
仕
事
や

人
柄
な
ど
知
れ
る
機
会
に
な

り
ま
し
た
。（
事
務
局
）

　

三
月
四
日
か
ら
十
日
ま

で
、ビ
ジ
ネ
ス
連
携
部
会「
ゆ

い
ま
～
る
」
６
次
産
業
化
主

催
で
「
島
の
い
い
も
の
再
発

見
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
で
五
回
目
と
な

る
こ
の
フ
ェ
ア
は
、
ス
ー
パ

ー
丸
大
（
会
員
：
植
田
奈
利

子　

取
締
役
）
の
南
風
原
本

店
の
ス
ペ
ー
ス
を
お
借
り
し

て
、
会
員
企
業
の
ご
自
慢
の

商
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
の
目
的
は
、
沖
縄

県
産
の
品
質
や
希
少
性
な
ど

の
価
値
に
見
合
っ
た
価
格
で

販
売
す
る
こ
と
、
地
域
密
着

型
ス
ー
パ
ー
で
の
販
売
を
通

し
て
、
一
般
消
費
者
の
購
買

動
向
を
確
認
し
、
ニ
ー
ズ
の

掘
り
起
こ
し
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
果
た
し
て
設
定
し

た
価
格
で
ど
れ
く
ら
い
売

れ
る
の
か
、
手
に
取
っ
て

い
た
だ
き
や
す
い
サ
イ
ズ

は
ど
れ
に
な
る
の
か
な
ど

を
お
試
し
す
る
場
と
な
っ

て
お
り
、
丸
大
の
担
当
者

か
ら
商
品
や
売
り
場
の
飾

り
つ
け
な
ど
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
も
あ
り
、
今
後
の
商

品
開
発
の
展
開
に
役
立
つ
ヒ

ン
ト
が
も
ら
え
る
と
出
展
企

　

第
五
七
期
経
営
指
針
作
成

講
座
報
告
会
＆
修
了
式
が
、

三
月
二
十
八
日
に
三
十
七
名

名
の
参
加
で
、
沖
縄
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
期
は
一
月
三
十

日
の
事
前
学
習
会
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
三
月
十
六
日
ま
で

全
六
講
を
開
催
。
今
期
は

十
九
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

発
表
会
は
、
各
自
作
成
し

た
経
営
理
念
や
十
年
ビ
ジ
ョ

業
か
ら
は
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。（
事
務
局
）

ン
、
経
営
方
針
を
発
表
。
一

人
十
分
の
持
ち
時
間
で
し
た

が
、
作
成
し
た
想
い
か
ら
今

後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
る
と
時

間
オ
ー
バ
ー
に
な
る
方
も
。

す
で
に
社
員
さ
ん
と
ビ
ジ
ョ

ン
を
語
り
合
い
、
絵
に
描
い

た
餅
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
報
告
も

あ
り
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で

は
、
経
営
指
針
の
実
践
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
講
師
を
務
め

た
経
営
委
員
や
サ
ポ
ー
タ
ー

か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

発
表
後
は
、
修
了
記
念
の

盾
を
贈
呈
し
、
記
念
撮
影
で

終
了
し
ま
し
た
。（
事
務
局
）

第58期経営指針作成講座
受講生募集！受講生募集！

安里氏

受講生からの
発表

視察の様子

展示場

委員長から修了証授与

終了後の懇親会の様子

集合写真

ゆ
い
ま
〜
る
「
島
の
い
い
も
の
再
発
見
フ
ェ
ア
」

商
品
開
発
の
展
開
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
と
は

商
品
開
発
の
展
開
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
と
は

商
品
開
発
の
展
開
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
と
は

第
57
期
経
営
指
針
作
成
講
座

経
営
理
念
や
十
年
ビ
ジ
ョ
ン
、経
営
方
針
を
発
表

経
営
理
念
や
十
年
ビ
ジ
ョ
ン
、経
営
方
針
を
発
表

経
営
理
念
や
十
年
ビ
ジ
ョ
ン
、経
営
方
針
を
発
表
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三
月
十
二
日
、
宮
古
島
市

Ｉ
Ｃ
Ｔ
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
「
若
年
性
認
知
症
」
の

学
習
会
が
、（
同
）に
ぬ
ふ
ぁ

ぶ
し
の
羽
地
克
也
代
表
に
よ

る
報
告
と
、
沖
縄
県
若
年
性

認
知
症
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
安
次
富
麻
紀
氏
の
講

話
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宮
古
支
部
健
障
者
学
習
会

若
年
性
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ

若
年
性
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ

若
年
性
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ

宮
古
支
部
経
営
計
画
発
表
会

経
営
指
針
作
成
講
座
を
と
お
し
て

　
　
　
　
　
　
　

経
営
計
画
発
表
会
を
行
う

経
営
指
針
作
成
講
座
を
と
お
し
て

　
　
　
　
　
　
　

経
営
計
画
発
表
会
を
行
う

経
営
指
針
作
成
講
座
を
と
お
し
て

　
　
　
　
　
　
　

経
営
計
画
発
表
会
を
行
う

　

症
状
が
あ
る
方
が
身
近
に

い
な
い
と
普
段
は
あ
ま
り
意

識
す
る
こ
と
の
な
い
認
知
症

で
す
が
、
認
知
症
は
「
病
名
」

で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
原
因

に
よ
っ
て
認
知
機
能
が
低
下

し
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
す
「
状
態
」
で
あ
る
こ
と
、

十
八
歳
か
ら
六
十
五
歳
未
満

で
発
症
し
た
認
知
症
を
「
若

年
性
認
知
症
」
と
い
う
こ
と
、

女
性
よ
り
も
男
性
の
発
症
率

が
高
く
、
誰
で
も
な
り
う
る

こ
と
な
ど
が
羽
地
代
表
か
ら

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

安
次
富
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

か
ら
は
、
若
年
性
認
知
症
に

対
す
る
沖
縄
県
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

学
習
会
を
通
し
て
、
若
年

性
認
知
症
に
つ
い
て
も
っ
と

詳
し
く
知
る
必
要
性
を
感
じ

た
こ
と
と
、
企
業
の
中
で
役

員
や
社
員
が
若
年
性
認
知
症

に
な
っ
た
時
の
対
応
を
想
定

し
て
お
く
こ
と
の
必
要
性
を

認
識
し
た
学
習
会
で
し
た
。

（
先
嶋
産
業
㈱
・
友
利
博
明
）

　

三
月
十
九
日
、
支
部
で
の

開
催
と
し
て
は
七
年
ぶ
り
と

な
っ
た
宮
古
支
部
経
営
指
針

作
成
講
座
の
経
営
計
画
発
表

会
が
宮
古
島
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
交
流

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
十
九
名

の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
営
計
画
発
表
会

で
は
、
県
経
営
委
員
会
が
行

う
通
常
の
報
告
内
容
で
あ
る
、

経
営
理
念
・
十
年
ビ
ジ
ョ
ン
・

経
営
方
針
に
加
え
て
、
中
期

経
営
計
画
と
単
年
度
経
営
計

画
ま
で
数
値
を
落
と
し
込
ん

で
発
表
致
し
ま
し
た
。
こ
れ

が
実
現
で
き
た
の
は
講
師
で

あ
る
ブ
ル
ー
ビ
ー
代
表
の
稲

嶺
有
晃
氏
の
こ
の
講
座
に
対

す
る
熱
い
情
熱
と
、
そ
れ
に

応
え
よ
う
と
す
る
受
講
生
の

行
動
で
実
現
し
ま
し
た
。

　

経
営
方
針
を
経
営
計
画
に

落
と
し
込
む
際
に
は
、
よ
り

具
体
的
な
定
量
的
、
定
数
的

な
目
標
設
定
が
必
要
で
あ
り
、

　
三
月
十
三
日
、
沖
縄
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
に
て
新
会
員
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ

二
十
八
名（
内
新
会
員
十
六
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

◇
新
会
員
紹
介
◇

(

一
列
目
左
か
ら
順
に)

 

① 

中
部
支
部
所
属
、

　

美
楽
鍼

　
櫻
田
愛
理
菜　

オ
ー
ナ
ー

 

② 

中
部
支
部
所
属
、

　

（同）
北
島
合
同
会
社　

そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
具
体
的
な
行
動
ま
で
各
社

の
状
況
に
沿
っ
た
経
営
計
画

を
発
表
で
き
た
こ
と
は
、
受

講
生
に
と
っ
て
大
き
な
自
信

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
部

門
別
の
行
動
計
画
や
各
社
員

の
行
動
計
画
に
加
え
て
、重
要

成
功
要
因
（KSFJ

や
重
要
業

績
評
価
指
標
（KPIJ

を
意
識

し
た
経
営
へ
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
受
講
生
の

更
な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

（
先
嶋
産
業
㈱
・
友
利
博
明
）

３
月
新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

３
月
新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

３
月
新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

三
月
二
十
一
日
、
中
部
支

部 

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
学
習
会
と

し
て
、
㈲
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
ク

ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル 

代
表 

知
念
美
智
子
氏
を
迎
え
「
薬

膳
み
そ
」
の
学
習
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

薬
膳
み
そ
は
、
知
念
さ
ん

が
二
十
年
を
か
け
て
考
案

し
、
特
許
を
取
得
。
文
部
科

学
大
臣
賞
等
も
受
賞
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
そ
の
薬

膳
み
そ
の
販
売
と
、
製
法
を

伝
え
る
た
め
の
料
理
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

み
そ
作
り
の
き
っ
か
け

は
、
娘
さ
ん
の
喘
息
治
療
で

行
わ
れ
る
頻
繁
な
レ
ン
ト
ゲ

ン
撮
影
に
よ
る
放
射
線
の
影

響
で
し
た
。
そ
ん
な
折
、
偶

然
病
院
で
目
に
し
た
の
が
、

広
島
大
学
の
渡
邊
敦
光
教
授

の
味
噌
が
体
外
に
放
射
線
を

排
出
す
る
と
い
う
記
事
で
し

た
。
こ
れ
を
読
ん
だ
と
き
に

「
み
そ
作
り
を
し
よ
う
」
と

思
い
立
ち
ま
し
た
。

　

安
心
安
全
な
無
添
加
味
噌

作
り
を
目
指
し
、
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
て
よ
う
や
く
現

在
の
薬
膳
み
そ
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。
薬
膳
み
そ
は
、

誰
で
も
手
軽
に
作
り
方
を
学

べ
る
と
の
こ
と
。

　

ぜ
ひ
皆
様
も
挑
戦
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
司

法
書
士
法
人
な
か
い
し
事
務

所
・
新
城
千
夏
）

　

糸
満
市
米
須
に
あ
る
ひ
め

ゆ
り
の
塔
。
そ
の
隣
り
に
あ

る
「
ひ
め
ゆ
り
観
光
物
産
セ

ン
タ
ー
で
い
ご
」
は
五
〇
〇

席
の
観
光
レ
ス
ト
ラ
ン
と
お

土
産
品
店
、
そ
し
て
カ
フ
ェ

を
併
せ
持
つ
施
設
で
す
。
カ

フ
ェ
の
名
前
は
「
キ
ッ
チ
ン

＆
カ
フ
ェ 

で
い
ご
プ
ラ
ス
」。

　

運
営
す
る
の
は
㈲
梯
梧
。

2022.5.25

号
のDoyu 

New
s 

で
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
ご
存
知
の

方
も
い
る
の
で
は
。
二
つ
の

経
営
危
機
を
乗
り
切
る
た
め

に
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ー
プ
ン
さ

せ
た
地
元
密
着
カ
フ
ェ
の
ス

ト
ー
リ
ー
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
カ
フ
ェ
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
代
表
取
締

役
の
山
城
朝
美
さ
ん
に
話
を

伺
っ
て
み
る
と
、
な
か
な
か

そ
う
簡
単
に
計
画
ど
お
り
に

行
く
も
の
で
は
な
く
、
苦
戦

し
な
が
ら
も
試
行
錯
誤
を
続

け
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

例
え
ば
、
地
元
に
向
け

て
、
完
全
予
約
制
で
す
が
夜

の
営
業
も
受
け
付
け
て
い

て
、
米
須
の
自
治
会
・
青
年

会
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、
お
土
産

品
店
の
駄
菓
子
コ
ー
ナ
ー
を

目
当
て
に
地
域
の
子
供
た
ち

が
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
卒

業
し
た
中
学
生
た
ち
が
部
活

帰
り
に
や
っ
て
き
た
り
、
夏

休
み
に
は
冷
房
の
効
い
て
る

場
所
を
求
め
て
子
供
た
ち
が

宿
題
を
や
り
に
集
ま
る
ん
だ

と
か
。「
十
一
時
ま
で
よ
！
」

っ
て
こ
と
に
な
っ
て
る
そ
う

で
す
。

　

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
が
明
け

て
観
光
客
が
戻
っ
て
く
る

と
、
団
体
で
レ
ス
ト
ラ
ン
と

お
土
産
品
店
が
忙
し
く
な
り

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
大
半
が

団
体
客
の
準
備
と
受
け
入
れ

に
割
か
れ
、
バ
ス
が
到
着
す

れ
ば
、
カ
フ
ェ
が
運
転
手
・

ガ
イ
ド
さ
ん
た
ち
の
休
憩
室

に
な
っ
て
し
ま
う
。
と
い
っ

た
よ
う
に
カ
フ
ェ
に
集
中
し

づ
ら
く
な
っ
て
い
る
の
も
悩

み
の
タ
ネ
だ
と
伺
い
ま
し

た
。
団
体
向
け
の
大
き
な
観

光
施
設
と
、
地
域
密
着
型
の

小
さ
な
カ
フ
ェ
の
両
立
と
い

う
難
し
い
経
営
課
題
を
抱
え

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
う
い
う
話
を
聞
い
て
し

ま
う
と
「
だ
っ
た
ら
こ
ん
な

こ
と
し
て
み
た
ら
ど
う
で

す
？
」
と
私
の
職
業
病
が

…
。「
キ
ャ
ー
、
ホ
ン
ト
は

そ
ん
な
ふ
う
に
し
た
か
っ
た

の
！
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
、
キ
ャ
キ
ャ
ー
話
が
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
朝
美
さ
ん
が

目
指
す
の
は
、
米
須
の
看
板

娘
な
ら
ぬ
「
カ
ン
バ
ン
お
母

ち
ゃ
ん
！
」。

　

道
の
り
は
長
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、こ
れ
か
ら
の「
キ

ッ
チ
ン
＆
カ
フ
ェ 

で
い
ご

プ
ラ
ス
」
の
ゆ
く
え
が
楽
し

み
で
す
ね
。（
伴
走
舎
・
牧

野
誠
）

《会社概要》
㈲梯梧

住　所／糸満市字米須1056
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代表取締役  山城 朝美 氏
〈南部支部〉

目
指
す
は
米
須
の
看
板
お
母
ち
ゃ
ん
！

中
部
支
部
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
学
習
会
第
８
弾（
薬
膳
み
そ
）

沖
縄
薬
膳
の
カ
ラ
ダ
に
や
さ
し
い
母
の
み
そ

沖
縄
薬
膳
の
カ
ラ
ダ
に
や
さ
し
い
母
の
み
そ

沖
縄
薬
膳
の
カ
ラ
ダ
に
や
さ
し
い
母
の
み
そ

社員教育委員会からお知らせ！社員教育委員会からお知らせ！
今年度のセミナー開始します

＜新入社員の研修はコチラ＞ ＜経営幹部の研修はコチラ＞

　

北
島
絵
美
乃　

代
表

 

③ 

中
部
支
部
所
属
、

　

㈱
ひ
と
の
こ
と

　
国
仲
友
里　

代
表
取
締
役

 

④ 

浦
西
支
部
所
属
、

　

㈱
ナ
ン
ス
イ

　

島
袋
恵 

取
締
役  

兼  

総
務
部
長

(

二
列
目
左
か
ら
順
に)

　

宮
城
光
秀　

代
表
理
事

 

⑤ 

南
部
支
部
所
属
、

　

m
ayum

a design

　

鈴
木　

麻
記　

代
表
者

 

⑥ 

浦
西
支
部
所
属
、

　

ピ
ュ
ア
キ
ャ
ッ
ス
ル
㈱

　

仲
座
清
也　

代
表
取
締
役

 

⑦ 

浦
西
支
部
所
属
、

　

㈱
ア
イ
・
シ
ー
・
エ
ス

　

城
間
正
樹　

代
表
取
締
役　

　

社
長
・
社
員
の
安
谷
屋
学
氏

 

⑧ 

浦
西
支
部
所
属
、

　

㈲
エ
ー
エ
ム
ピ
ー

　
（
代
理
参
加
）
兼
城
禅
氏

　

次
回
は
六
月
五
日
、
名
護

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
参
加

し
た
こ
と
が
な
い
会
員
さ
ん

は
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
）

講義中の様子

集合写真

（左）社員さん、（右）山城氏

カフェの看板商品

熱く語る知念氏 新会員の皆さま
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決
断
の
連
続
だ
よ
、人
生
は

決
断
の
連
続
だ
よ
、人
生
は

〜
ス
ー
パ
ー
家
政
婦
か
ら
、経
営
者
へ
〜

〜
ス
ー
パ
ー
家
政
婦
か
ら
、経
営
者
へ
〜

女
性
経
営
者
部
会
「
碧
の
会
」
３
月
部
会
例
会

　

三
月
二
十
二
日
、
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
に
て「
碧
の
会
」

部
会
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
㈱
オ
ー
デ
ィ

フ 

社
長 

村
野
勝
子
氏
に「
決

断
の
連
続
だ
よ
、
人
生
は
～

ス
ー
パ
ー
家
政
婦
か
ら
、
経

営
者
へ
～
」
の
テ
ー
マ
で
報

告
い
た
だ
き
、
グ
ル
ー
プ
討

論
で
は
「
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ

ラ
ン
ス
の
保
ち
方
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
及
び
グ
ル
ー
プ
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

㈱
オ
ー
デ
ィ
フ
は
、
沖
縄

県
内
の
学
校
給
食
、
社
員
食

堂
、
福
祉
施
設
な
ど
の
食
事

の
運
営
管
理
受
託
を
行
っ
て

い
ま
す
。
元
々
は
私
立
高
校

の
学
生
寮
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
今
で
は
数
多
く

　

三
月
二
十
九
日
、
て
だ
こ

ホ
ー
ル
に
て
浦
西
支
部
三

月
ミ
ニ
例
会
が
開
催
さ
れ

三
十
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
浦
西
支
部
所
属
の
㈱
ハ

ピ
ス
ル
の
金
城
秀
治
郎
代
表

取
締
役
に
、「
褒
め
言
葉
は
人

生
を
つ
く
る
」
の
テ
ー
マ
で

報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

金
城
氏
は
、
幼
い
こ
ろ
ご

飯
を
作
っ
た
ら
母
親
に
褒
め

ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

料
理
人
を
志
し
、
調
理
師
免

許
が
取
得
で
き
る
県
内
の
高

校
に
進
学
。
卒
業
後
、
海

外
や
県
外
で
修
業
を
積
み
、

二
〇
〇
八
年
パ
テ
ィ
ス
リ
ー

ア
プ
リ
コ
ッ
ト
小
禄
店
を

オ
ー
プ
ン
。
他
社
と
の
差
別

の
事
業
所
を
構
え
、
管
理
栄

養
士
、
調
理
師
な
ど
優
秀
な

人
材
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
会
員
か
ら
は
多
く
の
質

問
が
飛
び
出
し
ま
し
た
。
社

長
個
人
の
経
験
や
決
断
の
タ

イ
ミ
ン
グ
と
い
っ
た
経
営
者

に
焦
点
あ
て
た
も
の
か
ら
、

社
員
の
教
育
や
研
修
に
つ
い

て
、
ま
た
雇
用
を
継
続
さ
せ

働
き
や
す
く
す
る
制
度
づ
く

り
（
育
休
制
度
な
ど
の
福
利

厚
生
、
資
格
取
得
の
サ
ポ
ー

ト
体
勢
づ
く
り
な
ど
）
会
社

の
在
り
方
に
広
が
り
、
大
変

学
び
の
あ
る
例
会
と
な
り
ま

し
た
。（
二
胡
姫
響
・
上
地

エ
リ
サ
）

　

い
ろ
ん
な
理
由
で
恒
例
の

も
の
が
出
来
な
い
時
っ
て
あ

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で

も
「
い
つ
も
年
末
に
や
っ
て

る
あ
れ
、
今
年
は
い
つ
開

催
？
」
な
ん
て
聞
か
れ
た
り

す
る
と
、
そ
の
存
在
感
が
う

れ
し
く
感
じ
た
り
す
る
も
の

で
す
。

　

さ
て
、
恒
例
で
は
年
末
開

催
の
八
重
山
支
部
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
交
流
会
、
今
年
度
は
年

明
け
も
だ
い
ぶ
過
ぎ
た
三
月

十
六
日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
た

恒
例
の
賞
品
争
奪
に
今
回
は

五
名
の
ゲ
ス
ト
を
迎
え
、
ゲ

ー
ム
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
年
一

回
し
か
や
ら
な
い
人
、
毎
月

た
し
な
ん
で
い
る
人
の
差
が

出
る
よ
う
で
な
か
な
か
出
な

い
混
戦
状
態
に
も
つ
れ
込

み
、
上
着
を
イ
ン
す
る
と
高

得
点
が
出
る
な
ど
の
謎
の
噂

も
飛
び
交
い
つ
つ
の
好
勝
負

と
な
り
ま
し
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
後
は
場
所

を
「
島
料
理 

楽
園
」
に
変

え
、
お
互
い
の
健
闘
を
称
え

あ
い
ま
し
た
。
結
果
は
見

事
、
山
城
副
支
部
長
の
二
連

覇
と
な
り
、
優
勝
ト
ロ
フ
ィ

ー
の
所
在
が
不
明
と
い
う
問

題
は
、
無
事
来
年
に
持
ち
越

す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。（
㈲

PLAN  t

ｘ  PLAN

・
宮
良
高

彰
）

株式会社沖縄海邦銀行では、令和６年４月１日から
令和６年９月３０日まで、「かいぎん DX 相談室」を
開設しています。

DX に踏み出す第一歩のきっかけづくりや進め方についてアドバイスがほしい方、自
社の現状や課題を整理し、DX の取り組みを進めたい方は必見となっております。
相談項目については、バックオフィス・店舗 DX・web 戦略、業務効率化・IT インフ
ラなど、様々な DX に関する経営課題の相談に対応します。相談方法については、相
談事業者の事業所へのご訪問や当行本支店でのご対応、オンライン（ZOOM）相談と
なっております。相談無料となっておりますので、是非ともお気軽にお問合せ下さい。

近年、中小・小規模事業者と取り巻くビジネス環境の変化やデジタル化や IT 化など、
DX に対する取り組みはこれまで以上に一層必要性が増しております。当行では DX
相談室を通じて、当行では今後とも地域金融機関として『お客様のお役に立てる一番
身近な銀行』を目指して事業者の皆様の サポートに力を入れて参ります。

　  開催期間：令和６年４月１日～令和６年９月３０日
　  時　　間：平日１０時～１６時。１事業者あたり１時間程度（完全予約制）
　  お問合せ先：沖縄海邦銀行営業統括部　０９８－８６７－２１３３

41

沖縄銀行

琉球銀行

沖縄海邦銀行 39

沖縄銀行

琉球銀行

沖縄海邦銀行

「かいぎんDX相談室」
について

「かいぎんDX相談室」
について

化
や
梱
包
の
方
法
な
ど
工
夫

し
な
が
ら
着
々
と
店
舗
を
増

や
し
、
困
難
が
あ
っ
て
も
夢

を
諦
め
ず
、
常
に
前
向
き
に

捉
え
、
今
後
の
目
標
宣
言
で

は
参
加
者
か
ら
歓
声
が
起
こ

り
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
、「
あ
な
た
は
将

来
何
を
目
指
し
ま
す
か
？
ま

　

ビ
ジ
ネ
ス
連
携
部
会
「
ゆ

い
ま
～
る
」
６
次
産
業
化
委

員
会
で
は
、
伊
江
島
に
三
月

二
十
二
・
二
十
三
日
、
伊
江

島
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

　

小
田
委
員
長
の
お
知
り
合

い
の
Ｔ
Ｍ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の

玉
城
社
長
付
き
っ
切
り
の
ア

テ
ン
ド
で
、
一
日
目
は
島
ら

っ
き
ょ
う
畑
と
、
紅
芋
畑
、

小
麦
畑
、
伊
江
島
牛
舎
、
伊

た
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
何
を

し
て
い
ま
す
か
？
」
の
討
論

テ
ー
マ
で
ミ
ニ
討
論
を
行
い
、

「
自
分
に
起
こ
る
出
来
事
を
楽

し
く
捉
え
実
行
を
し
て
い
き
、

『
想
い
は
形
に
な
る
』
と
い
う

言
葉
が
響
い
た
」
と
参
加
者

か
ら
感
想
が
あ
り
、
今
回
新

会
員
や
お
久
し
ぶ
り
参
加
が

十
二
名
と
終
了
後
の
懇
親
会

も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。（
事
務
局
）

江
ラ
ム
酒
を
製
造
し
て
い
る

伊
江
島
物
産
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
ま
わ
り
ま
し
た
。
伊
江
島

特
有
の
強
み
や
課
題
を
そ
れ

ぞ
れ
お
話
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
工
夫
や
取

り
組
み
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

夜
に
は
、
伊
江
島
の
若
手

農
家
さ
ん
た
ち
と
の
交
流
会

　

那
覇
支
部
東
地
区
は
二

月
十
九
日
と
三
月
十
一
日

に
、
沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ

ー
で
、
令
和
式
自
己
・
事
業

紹
介
ラ
ン
チ
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
東
地
区
で
は
顔

が
見
え
る
地
区
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
よ
り
深
く
、

お
互
い
の
価
値
観
や
事
業

を
知
り
合
う
た
め
に
、
質

問
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
用
意

し
、
一
対
一
で
交
互
に
二
十

分
間
、
自
己
・
事
業
紹
介
を

行
い
ま
し
た
。
広
く
Ｐ
Ｒ
が

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
自
己
紹
介
し
あ
っ

た
参
加
者
同
士
は
、
信
頼

関
係
が
生
ま
れ
、
安
心
し

も
開
催
し
、
地
元
の
若
者
た

ち
が
自
分
の
島
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
伊
江
島
に
来

た
な
ら
、
こ
こ
に
行
か
な
き

ゃ
と
い
う
こ
と
で
、
伊
江
島

タ
ッ
チ
ュ
ー
に
登
り
ま
し

た
。
頂
点
か
ら
見
た
伊
江
島

は
す
ご
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
溢

れ
て
見
え
、
色
々
な
可
能
性

を
感
じ
な
が
ら
視
察
を
終
え

ま
し
た
。（
事
務
局
）

那
覇
支
部
東
地
区　
令
和
式
自
己
・
事
業
紹
介
ラ
ン
チ
交
流
会

顔
が
見
え
る
地
区
づ
く
り
を
目
指
す

顔
が
見
え
る
地
区
づ
く
り
を
目
指
す

顔
が
見
え
る
地
区
づ
く
り
を
目
指
す

て
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今

回
は
そ
れ
ぞ
れ
十
名
程
の

参
加
で
し
た
が
、
今
後
は

内
容
や
規
模
を
進
化
さ
せ

な
が
ら
開
催
し
て
い
く
予

定
で
す
。（
事
務
局
）

想
い
は
形
に
な
る

想
い
は
形
に
な
る

浦
西
支
部
ミ
ニ
例
会

伊
江
島
視
察
で
強
み
・
課
題
を
学
ぶ

伊
江
島
視
察
で
強
み
・
課
題
を
学
ぶ

ビ
ジ
ネ
ス
連
携
部
会
「
ゆ
い
ま
〜
る
」

（左）座長の高良氏（右）村野氏報告に耳を傾ける参加者

視察の様子

懇親会の様子

毎年恒例で大賑わい

八
重
山
支
部
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会

山
城
副
支
部
長
の
二
連
覇
達
成
！

山
城
副
支
部
長
の
二
連
覇
達
成
！

山
城
副
支
部
長
の
二
連
覇
達
成
！

金城氏

2024年（令和6年）５月15日

５月号

（4)中小企業家しんぶん沖縄版

おきなわ同友会しんぶん　「ニライ　みらい」

第1652 号（付録）

№434


